
ふるさと只見を愛し、
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只見町の概要

○ 福島県の南西部、新潟県と隣接

○ 総面積 ７４７ ㎢
（約９４％が山林）

豪雪が生んだ貴重な自然と、

人々の豊かな共生が認められ

平成２６年

只見ユネスコ
エコパークに認定



ふるさと只見を愛し，
誇りに思う心を育てるESD
～ふるさとのよさを学び，

課題を見つめ，未来を切り拓く力へ～

○只見町の今までのESDの取組をもとに
・地域の自然や文化に触れる「只見学」
を重視。カリキュラム化。
・地域の課題の解決を図る学習
・ユネスコエコパークとしての意識
・ブナセンターなどの地域学習センターとの
連携

○海洋教育の視点
・只見愛の醸成
・知識・視野の広がり
・資質・能力の高まり

○ＳＤＧｓの視点
・ふるさとの豊かな存続
・ＳＤＧｓの達成



グランドデザインの作成



只見小学校のストーリーマップ



朝日小学校のストーリーマップ



明和小学校のストーリーマップ



地域学習から海へ

「ふるさと登山」
川の始まり

「田子倉湖散策」
川での体験活動

「川の水質調査」

「八十里を越えて海へ」
海での体験活動

森の恵みを実感

「川の生き物」



Think Globally , Act Locally

河川のごみ拾い

自分達で行動を起こす

学級に「エコ係」

ごみの分別を進める



中学校の実践 ～プロジェクト学習～

「コキア」を栽培して
ほうき作り
奉仕活動へ

ブナの間伐材を使って
SDGｓホイール作り

町内に配り意識を高める

防災学習
地域の人と炊き出しや
救急救命の講習も



学校と連携した講座の実施

中学生による

「新聞紙レジ袋づくり講座」

寄付も多く寄せられた

放課後こども教室での

「新聞紙レジ袋づくり講座」

講師は講座に参加した人

今年度は，

オンライン講座に挑戦

県外の方にも発信



小中から高校へつなぐ

ＥＳＤの取組は、地域と連携しながら生徒の豊かな心と、
主体的で協働的な態度、深く考える力を育て、未来を切り拓
く力にもつながる大きな学びとなる。

立て！グローカルリーダー

町で地域振興に関わる

大人達のプロジェクトを聞き、

自分たちの

プロジェクト学習に生かす

県立只見高等学校との連携

卒業した後に、

親子で移住してきた生徒も



パンフレット作成と町民への配布



ただみ・ブナと川のミュージアム
ただみ・モノとくらしのミュージアム

ブナセンターで

只見の自然の素晴らしさを学ぶ

学校との連携で

子ども達に只見愛を育む

来年度開館の

「ただみ・モノとくらしのミュージアム」

自然との共生の中で育まれた

只見の貴重な文化遺産を

未来へ伝え、発信する

国指定重要有形民俗文化財

「会津只見の生産用具と

仕事着コレクション」

２，３３３点を保存



小・中学校、町がそれぞれ作成した地域人材リストを

統合して、データベース化。広域的な活用を目指す。

地域の人と関わることで

多様なつながりが生まれ

只見愛が深まる

地域人材の活用



只見町のＥＳＤ

少子高齢化、過疎化という大きな課題
↓

学校の教育活動を中心にしたＥＳＤ
↓ 

只見ユネスコエコパークに暮らす町民全
員が、ふるさとのよさを再認識し、愛情と
誇りをもちながら、生涯にわたって心豊か
に生きていく



ご清聴ありがとうございました


